
　
　
　
　
　
．
、
む
か
・
し
の
香
料
ε
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
田
　
憲
　
太
　
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓮
逡
に
異
常
な
困
難
が
は
ら
は
れ
、
し
た
が
つ
て
高
債
な
商
品

　
　
　
　
　
　
　
一
香
料
の
産
地
轟
類
　
　
　
　
と
馨
委
第
で
・
香
料
植
惣
栽
培
が
各
地
に
は
茎
つ
た

　
　

@
　

ﾞ
か
し
の
香
料
と
隣
近
世
以
讐
植
物
精
油
（
ヱ
ッ
セ
ン
の
は
近
世
も
大
分
あ
と
の
こ
と
で
あ
る
一
　
②
　
」

　
　
　
シ
ア
ル
・
オ
イ
ル
・
植
物
性
揮
畿
油
）
と
現
代
の
合
成
（
人
逡
　
　
　
い
ま
、
む
か
し
の
お
も
な
香
料
を
李
易
に
分
類
し
、
お
ほ
ま
　
　
4
1

　
　
　
す
な
は
ち
化
學
）
香
料
を
使
用
す
る
以
前
の
香
料
で
（
旺
本
で
い
　
　
か
な
地
域
別
に
表
示
し
て
み
よ
う
ひ
（
表
次
頁
）
　
、
　
　
　
罵
　
　
P

　
　
　
ふ
と
壷
明
治
維
新
前
の
香
料
）
、
特
異
暮
蓼
叢
す
る
　
　
、
．
二
香
料
の
使
用
麦
化
∴

　
　
．
植
物
の
樹
脂
（
レ
ジ
ン
と
バ
ル
サ
ム
）
・
材
・
根
・
根
蓮
・
皮
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
葉
・
花
・
果
實
。
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
冷
）
香
料
使
用
の
大
別
　

ろ

，
　
　
若
干
の
動
物
の
腺
分
泌
物
や
膓
結
石
や
う
の
ゐ
の
や
貝
殼
　
　
　
特
異
な
香
氣
を
嚢
す
る
香
料
ば
、
同
時
に
消
竃
・
防
腐
の
効

　
　
と
、
ま
れ
に
鑛
物
に
驕
す
る
も
の
を
，
多
く
は
採
取
し
た
も
と
　
　
能
と
浸
透
性
を
も
ち
藥
物
と
し
て
有
効
で
あ
る
が
、
そ
の
あ
惹

　
　
　
の
ま
ま
か
、
も
し
く
は
乾
燥
す
る
ぐ
ら
ゐ
の
加
工
を
痂
え
、
使
　
　
も
の
は
甘
い
ヤ
辛
い
・
苦
い
・
す
つ
ば
い
沖
し
ほ
か
ら
い
味
と

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
マ
サ

5
　
　
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
光
と
熱
に
め
ぐ
ま
れ
た
熱
帯
ア
　
　
牧
敷
性
に
と
み
、
主
と
し
て
人
闇
の
嗅
畳
と
味
畳
に
（
と
き
に
、

む
ー
　
　
ジ
ヤ
の
あ
る
か
ぎ
ら
船
た
地
域
に
の
み
自
然
に
産
し
．
採
取
と
’
　
は
燭
畳
な
ど
に
）
、
う
つ
た
へ
る
が
む
か
し
の
香
料
を
使
用
す
る



鵬
、

種
　
別

地
域
濡
器

　
　
　
　
’
印
度
、
セ
イ
ロ
ン
、
ピ
ル
マ

南
支
那
、
印
度
支
那
、
馬
來
諸
地
方

樹
　
輩

乳
香
、
没
藥
、
蘇
合
香
、
、
ガ
ル
パ
ナ
ム
、
ラ
ダ
ナ
ム

乳
香
・
没
藥
・
蘇
合
香
の
類
似
品
、
沈
香

沈
香
、
安
息
香
楓
香
脂
、
ダ
マ
ル
（
篤
籍
香
）

材
1

ー
b
松
柏
科
類

白
檀

白
檀
　
龍
謄
ノ
，
樟
臓

樹
皮
と
根
（
根
董
）

イ
リ
ス
コ
ス
タ
ス

ペ
チ
バ
ー
（
根
香
）
豊
　
肉
桂
甘
松
香

茎
　
肉
桂
艦

花

　
　
　
　
　
　
」
ロ
ー
ズ
　
水
仙
ジ
ヤ
ス
ミ
ン
（
素
馨
）

サ
フ
ラ
ン
糖
子
ジ
ヤ
ス
ミ
ン
（
莱
莉
）

丁
香

　
　
　
、
葉

ロ
ー
ズ
マ
」
－
（
迷
迭
香
）

香
茅
（
シ
ト
ロ
ネ
ラ
や
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
）

零
陵
香
父
納
香
聚
香
　
薄
衛
　
香
茅

果
實
と
種
　
　
子

ア
ル
モ
ン
ド
、
柑
橘
果
、
小
薗
香
、
杜
松
子
コ
リ
ア
ン
デ
ル

胡
椒
　
小
豊
薙
コ
リ
ア
ン
デ
ル

大
薗
香
、
胡
椒
肉
黄
藏
小
萱
薙

動
物
系

龍
誕
香
　
シ
ペ
ッ
ト
　
貝
殻

爵
香
龍
誕
香

爵
香
、
龍
灘
香
興
猫
香
、
甲
香

鑛
物
系
　
　
　
O

硫
黄
　
　
　
　
　
」

」
上
か
ら
大
別
す
る
と

　
一
、
火
氣
で
く
す
べ
て
、
た
ち
の
ぼ
る
香
料
0
煙
り
に
佳
香
e

　
　
を
感
じ
る
｛
焚
香
（
嗅
轡
　
に
う
つ
た
へ
る
も
の
、
イ
図
ゼ
ン
＼

　
　
ス
）
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
。
　
　
　
　
－
頓
　

，
ー

　
二
、
飲
食
料
品
の
調
味
と
賦
香
に
も
ち
ひ
る
、
調
味
賦
香
香

　
　
料
（
嗅
畳
と
味
畳
に
う
う
た
へ
る
ス
パ
イ
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
三
、
香
料
を
そ
の
ま
ま
か
、
粉
末
に
し
た
り
」
あ
る
ぴ
は
種

　
　
々
の
溶
醐
（
動
物
の
脂
肪
や
植
物
の
油
）
に
香
氣
を
吸
牧

　
　
さ
せ
た
も
の
を
、
身
禮
の
各
部
に
ぬ
つ
た
り
、
倣
び
控
り
、

【

　
　
浴
し
た
り
す
る
化
粧
用
香
料
（
主
と
し
て
嗅
畳
に
、
あ
は
　
　
娼

ド
，

ｹ
て
鰯
畳
に
よ
る
快
感
に
衛
生
的
効
果
を
も
つ
、
コ
ス
メ
、
一

　
　
チ
ッ
ク
）
　
　
　
　
　
　
　
多

　
　
　
　
　
②
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

の
三
つ
に
な
る
。
そ
れ
で
こ
の
使
用
別
に
お
も
な
香
料
を
あ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M
》

は
め
る
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
・

　
一
、
焚
香
料
　
沈
香
、
乳
香
、
没
藥
、
安
息
香
、
蘇
合
香
、

　
　
白
槽
【
、
松
｝
柏
類
、
楓
香
、
ガ
ル
バ
ナ
ム
、
ラ
ダ
ナ
ム
、
零

　
　
陵
香
、
鹿
香
、
甲
香
、
硫
黄
。
　
　
、

　
二
、
調
味
賦
香
料
　
胡
椒
、
丁
香
、
肉
萱
萢
、
小
董
萢
、
蔓
、

　
　
肉
桂
、
大
荷
香
、
小
薗
香
、
柑
橘
類
、
コ
リ
ア
ン
デ
ル
、



　
　
＼
　
　
ア
モ
モ
ン
ド
、
杜
松
子
　
薄
荷
。
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
し
て
の
使
用
か
ら
は
じ
ま
つ
た
も
の
も
あ
り
、
香
藥
と
言
つ
だ

　
　
　
　
三
、
化
粧
用
香
料
　
樟
騒
、
イ
ソ
ス
、
ベ
チ
バ
ー
、
甘
松
香
　
　
や
う
に
、
藥
物
と
表
裏
一
艦
を
な
し
、
そ
の
用
法
も
　
　
　
’

　
　
　
　
　
ロ
ー
ズ
、
ジ
ヤ
ス
ミ
ン
、
水
仙
、
サ
フ
ラ
ン
、
香
茅
。
　
　
．
　
（
イ
）
薫
煙
で
患
部
を
浮
化
す
る

　
　
　
の
や
う
に
な
る
が
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
（
ロ
）
ロ
申
よ
ゆ
服
用
す
る

　
　
　
　
（
イ
）
丁
香
、
小
萱
藏
、
肉
桂
、
ベ
ヂ
バ
ー
、
大
薗
香
、
．
甘
松
　
　
　
ヘ
ハ
）
身
艘
の
外
部
に
塗
布
す
る
。
一
翁
，
　
〆
　
、
　
、
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
香
、
サ
フ
ラ
ン
、
’
香
茅
は
焚
香
料
に
　
，
　
　
　
・
　
　
　
　
な
ど
で
、
香
料
本
來
の
使
ひ
み
ち
と
合
致
し
て
ゐ
る
。
　
、
転
へ

　
　
　
　
（
ロ
）
乳
香
、
安
・
息
香
、
ジ
ヤ
ス
ミ
ン
、
水
h
仙
、
サ
フ
ラ
ン
、

　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
了
ズ
・
龍
陰
調
味
賦
香
料
に
　
　
　
　
、
”
（
ロ
・
）
香
料
使
用
の
起
源
、

　
　
　
　
（
ハ
）
沈
香
、
白
檀
、
乳
香
、
丁
香
、
龍
謄
、
－
湊
藥
、
ガ
ル
バ
ナ
　
　
　
熱
帯
ア
ジ
ヤ
の
自
然
に
産
す
る
種
々
の
特
異
な
香
氣
を
放
つ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
ム
　
零
陵
香
聴
香
小
萱
萢
肉
桂
　
は
化
粧
用
香
料
に
　
　
も
の
が
、
自
然
の
匂
ひ
と
し
て
、
そ
の
あ
る
が
ま
ま
の
萎
に
お
　
　
韻

　
　
　
使
用
し
、
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
－
　
　
　
　
．
い
て
℃
は
な
く
，
匂
ひ
す
な
は
ち
香
料
と
し
て
入
欄
の
生
活
に
　
　
一

　
　
　
　
（
二
）
爵
香
、
龍
挺
香
、
シ
ベ
ツ
ト
（
漿
猫
香
）
は
共
通
に
　
　
　
、
と
⑩
い
れ
ら
れ
喝
や
う
に
な
つ
＼
た
の
は
、
人
間
生
活
の
實
際
に
、

　
　
　
　
（
ポ
）
白
檀
、
龍
謄
、
肉
桂
、
胡
椒
、
湊
藥
、
爵
香
は
藥
物
と
　
　
そ
く
し
て
、
必
要
が
感
じ
ら
れ
た
か
ら
で
、
こ
の
必
要
度
は
大

　
　
　
　
　
し
て
　
　
　
　
　
　
　
階
　
　
　
・
　
－
．
　
　
　
　
　
，
　
禮
文
化
の
高
低
に
鷹
じ
、
未
開
の
民
族
よ
り
も
、
高
度
の
文
化
を

　
　
　
と
い
ふ
ご
と
く
、
た
が
ひ
に
共
通
し
て
使
用
す
る
か
ら
，
香
料
　
　
も
つ
民
族
の
方
が
強
か
つ
た
と
言
ひ
得
る
。
遠
い
過
去
の
時
代

＼
．
　
各
晶
の
嚴
格
な
用
途
の
噺
定
ば
な
か
な
か
む
つ
か
し
く
、
ま
だ
　
　
の
、
熱
帯
ア
ジ
ヤ
の
、
未
開
の
先
佳
民
が
∴
そ
の
居
佳
す
る
地

　
゜
　
時
代
と
使
用
し
た
文
化
圏
の
相
違
に
ょ
つ
て
↓
一
つ
の
香
料
に
　
　
域
に
自
然
に
香
料
を
産
す
る
に
か
か
は
ら
す
、
香
料
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

0
7
@
　
謝
す
る
主
要
な
使
ひ
み
ち
に
も
憂
化
が
あ
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
贋
値
を
認
識
し
な
い
と
き
、
香
料
と
し
て
の
便
値
を
知
つ
て
生

逓
＼
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
ま
た
藥
物
と
し
て
古
く
か
ら
使
用
し
、
あ
る
も
の
は
藥
物
と
．
　
活
に
ど
り
い
れ
、
熱
望
し
求
め
た
者
は
、
大
艦
遠
い
他
の
地
方



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
の
よ
り
文
化
の
高
く
進
ん
だ
、
異
な
つ
た
文
化
圏
の
民
族
で
あ
　
　
　
つ
く
り
、
焚
香
を
さ
さ
げ
る
こ
と
を
考
へ
、
へ
奮
約
聖
書
出
工

0
8@
　
　
蝕

1
　
　
つ
拠
。
す
な
は
ち
香
料
原
産
地
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
入
や
ア
ブ
虜
　
　
　
ジ
プ
ト
記
三
十
章
）

　
　
カ
の
黒
人
の
多
く
は
生
命
の
本
能
に
も
と
つ
い
て
、
彼
等
の
周
　
　
　
二
　
祭
祀
の
さ
さ
げ
も
の
で
あ
る
、
酒
や
食
物
の
美
味
と
保

　
　
圃
に
自
然
に
産
す
る
香
氣
を
放
つ
も
の
が
、
贔
害
を
さ
け
、
悪
　
　
　
存
を
も
と
め
て
、
も
ろ
も
ろ
の
飲
食
料
品
に
適
す
る
香
料
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
臭
を
除
き
、
あ
る
ひ
は
刺
戟
を
あ
た
へ
る
こ
と
を
知
つ
て
ゐ
て
　
　
　
賦
香
す
る
や
う
に
な
カ
、
味
畳
の
快
は
食
慾
を
そ
そ
b
・
、
味

　
　
も
、
彼
等
は
香
料
と
し
て
と
り
あ
げ
、
よ
り
よ
く
生
活
に
利
用
　
　
　
畳
と
嗅
畳
か
ら
く
る
特
殊
の
刺
戟
は
、
寒
温
帯
地
方
で
は
身

　
　
す
る
域
に
は
達
せ
す
、
自
然
の
姿
に
あ
る
が
ま
ま
の
匂
ひ
だ
け
　
　
　
艦
の
保
温
に
、
熱
帯
で
は
暑
を
さ
け
る
に
い
た
り
、

　
　
し
か
知
ら
す
、
匂
ひ
を
香
料
と
し
て
利
用
す
る
智
識
を
有
せ
な
　
　
　
三
　
身
禮
を
き
よ
め
て
奉
仕
す
る
こ
と
か
ら
．
香
料
を
身
燈

　
　
か
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
に
ぬ
り
、
あ
る
ぴ
は
香
粛
あ
る
水
に
浴
し
、
す
す
ん
で
は
香
　
　
、
醐

　
　
　
之
に
反
し
香
料
を
産
す
る
地
方
に
古
く
移
佳
し
」
あ
る
ひ
ば
　
　
。
粛
を
吸
牧
さ
せ
た
油
脂
類
を
塗
布
す
ゐ
の
で
あ
る
が
、
濃
熱
　
　
磁

　
　
纂
し
た
よ
り
高
い
丈
化
を
も
つ
だ
民
族
は
・
特
里
ハ
馨
氣
に
　
も
し
く
は
藻
地
方
の
人
々
に
は
聾
が
問
題
で
、
こ
こ
に
一

　
　
富
む
物
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
人
間
の
必
然
的
な
事
實
で
あ
　
　
　
身
罷
の
快
感
と
け
が
れ
を
去
る
こ
と
か
ら
化
粧
料
ψ
賦
香
へ

　
　
る
と
こ
ろ
の
死
に
み
ち
び
ぐ
主
要
な
因
子
で
あ
る
病
氣
や
負
傷
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
な
ど
の
治
療
に
藥
物
と
し
て
使
用
し
は
じ
め
、
ま
た
紳
や
天
を
　
　
進
ん
で
香
料
を
使
用
し
は
じ
め
だ
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
ま
つ
る
祭
祀
の
諸
儀
式
に
も
つ
と
も
早
く
佳
香
を
さ
さ
げ
た
や
・
　
香
料
自
艦
が
人
間
の
榊
経
を
刺
戟
す
る
事
實
は
佳
香
の
快
樂
に

　
　
う
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
・
　
．
　
　
　
　
　
人
を
み
ち
び
き
、
性
的
本
能
と
密
接
不
離
な
關
係
を
も
つ
に
い

　
　
　
　
一
　
香
料
を
火
に
投
じ
て
、
・
こ
の
佳
香
に
、
よ
り
大
き
な
覗
．
　
た
り
、
媚
藥
4
し
て
香
料
の
有
す
る
役
割
は
わ
す
れ
る
こ
と
の

　
　
　
輻
を
う
け
よ
う
と
．
願
ぴ
、
動
物
を
犠
牲
に
そ
な
へ
る
さ
い
の
　
　
で
き
な
い
も
の
と
な
り
、
文
化
が
高
ま
れ
ば
生
活
環
境
の
上
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
ー
・
悪
臭
を
さ
け
る
た
め
に
香
料
を
も
ち
ひ
D
香
料
を
焚
く
壇
を
　
　
ら
香
料
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
つ
た
ゐ
・
か
く
て
文
化
が
進
む
と

　
　
　
　
　
、



　
　
宗
教
儀
禮
か
ら
は
な
れ
て
、
香
料
の
匂
ひ
を
匂
ひ
と
し
て
、
も
　
　
経
典
に
は
香
料
の
記
載
が
多
く
、
佛
教
褒
生
前
、
相
當
古
く
さ

　
　
つ
ば
ら
趣
味
と
し
て
香
氣
を
愛
す
る
や
う
に
な
り
、
唐
朝
の
闘
　
　
か
の
ぼ
る
の
は
事
實
で
あ
る
。
古
代
印
度
の
二
大
史
詩
で
あ
る

　
　
香
や
本
朝
の
「
た
き
も
の
あ
は
せ
」
の
如
き
匂
ぴ
の
遊
戯
を
生
　
　
ラ
ー
マ
L
ヤ
ナ
と
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
は
香
料
の
記
事
多
く
、
ま

　
　
む
に
い
た
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
こ
れ
よ
り
古
く
ア
ー
リ
ヤ
人
の
最
古
の
歴
史
を
う
か
が
ふ
唯

　
　
、
古
代
の
諸
文
明
中
ヱ
ヂ
。
男
ト
を
例
に
と
る
と
、
早
く
西
暦
紀
　
　
一
の
資
料
で
あ
る
べ
ー
ダ
と
よ
ぶ
一
群
の
宗
教
的
作
品
に
遡
及
．

　
　
元
前
二
十
八
世
紀
に
香
料
を
焚
く
香
櫨
の
あ
つ
た
こ
と
が
實
誰
　
・
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
年
代
上
正
確
に
西
謄
紀
元
前
何
世
紀
准

　
，
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
さ
れ
て
お
り
、
調
味
、
賦
香
料
で
は
肉
桂
が
前
十
六
な
い
し
十
四
　
　
う
に
な
る
か
（
ま
た
イ
ン
ダ
ス
河
の
流
域
（
健
陀
羅
）
と
ガ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
世
紀
に
つ
た
は
り
前
十
三
な
い
し
十
一
世
紀
の
間
に
は
肉
桂
の
　
　
ヂ
ス
河
流
域
（
中
印
度
）
に
、
獲
蓮
し
た
印
度
の
二
大
文
化
の

　
　尢
軏
|
綜
縫
駈
裁
蓬
勢
嬬
藤
聾
禦
隠
C
舗
韓
郊
騰
麟
薦
ガ
震
隷
魏
炉

　
　
使
つ
た
あ
と
か
な
前
二
γ
ご
塗
二
＋
一
世
紀
代
の
ミ
イ
料
使
用
に
も
大
き
な
糞
が
あ
る
の
か
）
琴
後
の
研
究
妥
繭

　
　
ラ
覧
出
し
塩
し
だ
い
で
・
ア
ラ
ビ
ヤ
嘉
と
難
の
東
ア
た
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ら
う
・
た
と
へ
ば
晶
剛
＋
五
世
紀
覆
隻
　
、

　
　
フ
リ
カ
の
一
部
、
小
ア
ジ
ヤ
、
ペ
ル
シ
ヤ
、
遠
ぺ
印
度
の
香
料
　
　
ヂ
プ
ト
に
つ
た
は
つ
た
印
度
マ
ラ
バ
ル
滑
岸
産
の
肉
桂
壱
、
當

　
　
を
主
と
し
て
使
用
し
て
ゐ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
の
原
産
地
方
の
佳
民
が
、
そ
の
債
値
を
十
分
認
識
し
て
使
用

　
　
　
か
う
し
て
古
代
ヱ
ヂ
プ
ト
の
香
料
の
使
用
は
、
ア
ッ
シ
リ
ヤ
　
　
し
て
ゐ
た
か
ど
う
か
、
凝
問
で
あ
ら
う
。

－
　
ギ
リ
シ
ヤ
、
惚
ー
マ
に
う
け
つ
が
れ
、
西
洋
諸
國
に
ぴ
う
が
つ
　
　
　
ヱ
ヂ
プ
ト
に
磯
す
る
西
方
文
化
と
印
度
文
化
の
ほ
か
に
、
む
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
た
が
、
い
つ
れ
も
東
方
よ
り
香
料
を
輸
入
し
た
の
で
あ
つ
た
。
　
　
か
し
の
香
料
の
大
消
費
者
と
し
て
漢
民
族
が
あ
る
。
上
古
の
漢

9
　
　
次
に
古
代
印
度
の
香
料
使
用
は
大
禮
い
つ
ご
ろ
か
ら
で
あ
ら
う
　
　
人
は
黄
河
の
上
流
地
方
に
す
ん
で
文
化
を
．
建
設
し
，
香
料
を
知

む
ー
　
　
か
。
私
は
印
度
の
歴
史
に
き
は
め
て
う
と
い
が
、
諸
種
の
佛
敏
　
　
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
漢
代
に
申
央
ア
ジ
ヤ
を
経
て
西
南
’



0
　
　
ア
ジ
ヤ
と
北
部
印
度
地
方
の
文
物
が
傳
播
す
る
に
お
よ
ん
で
香
　
　
ま
た
火
を
榊
や
天
に
さ
さ
げ
る
観
念
と
合
致
す
る
か
ら
、
香
料

h
料
を
知
つ
た
㌻
面
・
前
渠
へ
大
讐
紀
前
二
年
か
三
讐
－
の
使
肘
上
・
宮
と
箪
く
か
つ
廣
く
普
及
し
ぜ
ま
慧
味

　
　
ろ
）
に
北
部
印
度
か
ら
流
傳
し
た
佛
敏
文
化
が
大
き
な
影
響
を
”
　
で
香
料
と
い
へ
ば
、
焚
香
料
（
イ
ン
セ
ン
ス
）
だ
と
さ
え
考
へ
て

　
　
あ
た
へ
た
か
ら
、
香
料
も
佛
教
文
化
と
密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
　
　
も
よ
い
く
ら
ゐ
で
あ
る
。
た
と
へ
ば
西
鰍
で
、
現
在
廣
く
香
料
3

　
　
　
っ
た
こ
と
は
い
な
め
ま
払
。
後
漢
童
甲
は
印
度
の
物
産
と
し
て
諸
　
　
全
髄
を
意
味
す
る
英
語
娼
①
目
貯
目
①
佛
語
唱
賃
守
ヨ
イ
タ
リ
ヤ

　
　
香
・
胡
椒
・
蔓
の
名
を
あ
げ
、
か
つ
同
書
は
南
支
廣
束
關
係
（
交
　
　
語
と
ヱ
ス
パ
ニ
ヤ
語
娼
窪
津
旨
o
は
、
い
．
つ
れ
も
ラ
テ
ツ
語
の

　
　
阯
の
物
俺
）
の
記
事
に
異
香
を
出
す
と
、
南
海
の
香
料
も
す
ご
　
　
香
料
を
通
じ
て
と
い
ふ
娼
需
嘗
§
自
導
に
磯
し
、
古
く
は
せ
ま

　
　ｵ
は
知
ら
れ
て
ゐ
を
と
を
繋
し
て
ゐ
勉
し
か
し
漢
人
の
、
く
馨
料
の
意
味
の
み
で
あ
つ
券
が
・
段
養
毫
て
あ
ら

　
　
香
料
使
用
は
彼
等
の
勢
力
が
摘
大
し
て
揚
子
江
岸
に
お
よ
び
、
　
　
ゆ
る
香
料
に
な
つ
た
わ
け
で
、
焚
香
料
が
香
料
の
中
心
で
あ
つ

　
　
依
る
ば
る
中
央
ア
ジ
ヤ
を
輕
由
し
て
つ
た
は
つ
た
香
料
の
原
料
、
潅
こ
と
を
物
語
つ
て
ゐ
る
。
叉
東
方
に
あ
わ
て
も
同
様
で
、
漢
　
　
菊

　
　
を
・
直
欝
海
諸
地
域
に
見
出
す
に
い
た
つ
て
嚢
と
な
つ
土
で
は
胡
椒
・
葺
・
肉
桂
の
や
う
な
賦
香
料
爵
・
芒
て
馨
一
、

　
　
た
。
そ
れ
は
三
世
紀
な
か
ご
ろ
の
三
國
時
代
の
こ
と
で
、
呉
王
　
　
（
あ
る
ひ
は
簡
軍
に
）
香
と
い
ふ
言
葉
の
も
と
に
沈
香
．
乳
香
．

　
　
孫
樺
は
魏
と
蜀
に
封
抗
す
る
た
め
南
方
に
手
を
の
ば
し
、
使
節
　
　
檀
香
な
ど
の
焚
香
料
を
意
味
し
、
（
薪
修
本
草
大
観
本
草
な
ど
）

　
　�
�
ｯ
那
の
南
部
ま
で
派
遣
し
た
が
・
そ
の
報
告
書
の
鑑
香
料
す
隆
奏
糞
と
考
へ
て
ゐ
る
。
塵
代
の
史
寳
地
誌

　
　
か
ら
見
て
も
當
時
南
海
の
香
料
に
り
い
て
、
な
か
な
か
詳
細
な
’
　
の
香
と
酔
ふ
語
は
そ
の
意
味
で
あ
り
、
香
（
料
）
の
專
門
書
は
焚

　
　
調
査
を
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
料
以
外
に
・
は
ほ
と
ん
ど
論
及
し
な
い
有
檬
で
あ
る
。
最
後
に

　
　
　
と
こ
ろ
で
、
香
料
を
焚
い
て
香
氣
を
感
す
る
方
法
な
も
つ
と
　
　
わ
が
國
で
は
香
料
使
用
の
歴
史
は
、
ほ
と
ん
ど
焚
香
料
を
も
つ

　
　
も
簡
便
で
あ
る
と
同
時
に
、
調
味
賦
香
料
や
化
粧
用
香
料
と
ち
　
　
て
一
貫
し
た
こ
と
を
一
言
し
て
お
く
。
　
・
　
　
－
　
、
．
，

　
　
が
つ
て
、
香
料
を
採
取
し
た
も
と
の
ま
ま
の
萎
で
使
用
で
き
、
　
、
　
－
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
「
　
　
、
　
，



　
　
　
　
（
ハ
）
東
洋
と
西
洋
で
使
つ
た
香
料
　
、
，
　
　
，
　
　
　
o
昌
8
湧
ヱ
ス
パ
ニ
．
ヤ
語
冒
息
8
器
o
ポ
ル
ツ
ガ
ル
語
イ
タ
リ

　
　
　
い
さ
さ
か
極
端
で
あ
る
が
、
む
か
し
の
香
料
の
需
要
者
で
あ
　
　
ヤ
語
ぽ
o
o
窃
o
は
み
な
ラ
テ
ン
語
の
ぼ
o
①
奮
鋸
蓉
か
ら
繭
四
じ
、

　
　

ﾂ
た
、
西
洋
と
印
肇
よ
び
中
國
の
三
斐
貨
族
の
香
料
使
焚
く
こ
必
ぞ
。
．
言
目
塵
同
義
で
あ
つ
た
の
が
暑
に
の

　
　
用
に
樹
す
る
特
徴
を
あ
げ
る
と
、
西
洋
人
は
香
料
を
ロ
に
入
れ
　
　
み
限
定
さ
れ
る
や
う
に
な
つ
た
。
こ
の
乳
香
を
申
泌
乏
す
る
樹

　
　
　
て
味
ぱ
ひ
、
、
印
度
人
は
身
艦
に
塗
布
し
て
樂
し
み
、
漢
入
は
延
，
　
脂
系
香
料
が
西
洋
の
焚
香
と
な
つ
た
の
は
産
地
が
近
接
し
て
ゐ

　
　
ｽ
長
壽
の
秘
藥
と
し
て
た
つ
と
ん
で
ゐ
砲
・
し
か
し
香
料
を
焚
る
た
め
で
も
あ
る
が
、
香
氣
が
葵
に
あ
ふ
れ
て
窪
人
の
嗜

　
　
く
こ
と
は
い
つ
れ
に
も
共
通
し
た
事
實
で
、
調
味
賦
香
料
に
し
　
　
仔
に
も
つ
と
も
適
し
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
印
度
か
ら
東
漸
’

　
　
、
て
も
漢
入
め
需
要
は
西
鰍
に
く
ら
べ
て
お
と
ら
な
い
黙
も
あ
　
　
し
た
漢
土
を
申
心
込
す
る
東
洋
の
焚
香
は
、
樹
脂
系
で
は
あ
る
’

　
　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
が
沈
香
を
主
盟
と
し
て
ゐ
る
。
沈
香
木
は
樹
脂
分
が
木
質
の
一
辱
鱒

　
　
　
い
ま
香
料
の
三
大
肘
途
別
に
考
へ
る
と
、
ま
つ
焚
香
料
に
あ
　
　
部
に
き
は
め
て
ち
い
さ
く
凝
集
し
、
レ
ヂ
・
ン
で
は
あ
る
が
、
西
　
　
4
7
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
つ
て
は
、
西
洋
で
も
、
せ
ま
い
意
味
で
は
香
料
使
用
の
中
核
を
　
　
方
の
乳
香
系
樹
脂
の
や
う
に
レ
ヂ
ン
の
み
の
か
た
ま
り
で
は
な

　
　
な
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
に
使
用
す
る
香
料
の
種
類
か
ら
見
る
と
　
　
い
。
故
に
西
方
の
焚
香
料
は
乳
香
系
レ
ヂ
ン
で
あ
り
、
東
は
沈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
大
き
な
ち
が
ひ
が
あ
る
。
す
な
は
ち
西
洋
で
は
南
ア
ラ
ビ
ヤ
と
　
　
香
系
の
樹
脂
香
木
で
あ
る
と
言
ひ
得
る
。
こ
の
沈
香
木
は
幽
玄
ノ

　
　
東
ア
フ
リ
カ
の
一
部
、
お
よ
び
小
ア
ジ
ヤ
地
方
の
レ
ヂ
ン
と
バ
　
　
で
澄
明
な
匂
ぴ
で
、
は
で
や
か
な
甘
味
を
露
骨
に
あ
ら
は
さ
す
、

　
　
°
か
サ
ム
で
あ
る
樹
脂
系
香
料
を
使
用
し
、
な
か
ん
つ
く
乳
香
が
　
　
い
き
さ
か
暗
い
感
じ
も
す
る
ガ
、
印
度
，
南
方
各
地
、
’
南
支
那

　
　
中
心
と
な
つ
て
お
り
、
乳
香
は
沸
、
渡
藥
は
神
の
子
（
キ
リ
ス
　
、
産
に
す
る
地
理
上
の
關
係
と
相
ま
つ
て
東
洋
⑳
，
焚
香
と
な
つ
て

　
　

g
）
・
金
縫
の
統
治
者
で
あ
る
王
髭
害
絢
・
た
と
へ
ば
・
ゐ
る
・
す
な
は
ち
漢
土
で
香
と
い
へ
ば
馨
を
毒
ゆ
白
檀

1
　
，
・
焚
香
料
全
艘
を
意
味
し
た
イ
ン
セ
・
ン
ス
は
現
代
の
泰
西
各
國
語
　
　
や
乳
香
の
類
を
副
と
す
る
次
第
で
あ
る
。
，
な
ほ
中
世
の
プ
ラ
ビ

ユ
ー
　
　
で
は
乳
香
を
の
み
意
味
す
る
や
う
に
な
つ
た
。
す
な
は
ち
佛
語
　
　
ヤ
人
が
沈
香
を
愛
賞
し
た
の
は
’
彼
等
が
申
世
の
東
西
通
商
貿

，



　
　
易
を
手
申
に
牧
め
て
ゐ
た
の
と
、
そ
の
東
洋
的
性
格
に
よ
る
黙
　
　
や
も
す
れ
ば
漢
土
を
主
と
す
る
東
洋
の
需
要
を
わ
す
れ
る
八
が

盈－
　
　
が
大
で
、
泰
西
人
の
沈
香
使
用
は
き
は
め
て
す
く
な
い
。
　
　
　
　
多
い
が
、
元
の
時
代
、
支
那
の
一
貿
易
港
に
輸
入
し
た
胡
椒
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
　
　
香
料
を
賦
香
し
た
油
脂
、
す
な
は
ち
香
膏
（
オ
イ
ン
ト
メ
ン
　
　
量
は
西
方
全
艦
の
よ
り
も
敷
倍
多
か
つ
た
く
あ
ひ
で
あ
る
。
そ

　
　
　
ト
）
や
香
料
の
粉
末
を
身
罷
に
塗
り
、
あ
る
ひ
は
香
料
を
使
つ
　
　
し
て
西
方
で
は
中
世
の
西
敏
よ
り
以
前
．
早
黒
古
代
ロ
ー
マ
の

　
　
た
水
や
湯
に
浴
す
る
こ
と
は
燈
臭
を
問
題
と
す
る
印
度
か
ら
西
　
　
印
度
の
胡
楓
に
甥
す
る
需
要
は
強
く
、
，
印
度
よ
り
ロ
ー
，
マ
に
輸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
南
ア
ジ
ヤ
地
方
に
磯
し
、
古
代
ギ
リ
シ
ヤ
や
ロ
毒
マ
に
傳
は
り
　
　
入
し
た
貨
物
の
三
分
の
一
は
胡
椒
で
あ
つ
た
と
さ
え
言
は
れ
て

　
　
．
化
粧
晶
の
源
流
を
な
し
て
、
泰
西
の
各
國
に
普
及
磯
展
し
た
。
　
　
ゐ
る
。
酒
を
主
と
す
る
諸
種
の
飲
料
と
凸
脂
肪
分
に
と
む
肉
食

　
　
　
こ
の
場
合
香
料
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
は
割
合
に
す
く
な
の
賦
香
は
美
味
を
出
す
と
と
も
に
、
そ
の
保
肇
か
ね
て
東
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
い
か
ら
、
香
料
の
香
氣
分
の
み
を
抽
出
す
る
技
術
を
生
ん
で
、
　
爾
洋
と
も
に
熱
烈
な
要
求
を
示
し
て
ぬ
る
。
　
　
　
、
一

　
　
近
世
に
入
り
、
泰
西
で
香
氣
分
の
み
の
精
油
を
製
造
す
る
域
に
。
　
・
そ
れ
に
し
て
も
西
方
で
は
香
料
を
な
ん
と
か
利
用
し
て
香
氣
　
　
銘
．

－
進
展
し
・
競
代
の
香
料
と
化
粧
品
難
の
要
を
な
す
に
い
，
分
の
み
を
と
ら
へ
や
う
髪
へ
、
東
洋
で
は
纂
に
産
す
蕃
繭

　
　
％
た
つ
た
。
東
方
で
は
中
國
の
唐
の
時
代
に
胡
臭
と
い
つ
て
、
ぺ
　
　
料
を
そ
の
ま
ま
の
姿
で
使
用
し
て
自
然
の
う
ち
に
つ
つ
ま
れ
た

　
　
　
ル
シ
ヤ
系
外
國
人
の
艘
臭
か
ら
、
化
粧
用
香
料
に
注
目
し
た
時
・
匂
ひ
を
樂
し
も
う
と
し
た
。
す
な
は
ち
化
粧
用
の
香
料
に
お
い

　
　
代
も
あ
つ
た
が
、
香
料
使
用
の
主
流
で
は
な
い
。
　
　
°
　
．
　
　
　
て
、
西
方
の
香
料
に
樹
す
る
態
度
は
よ
く
表
現
さ
れ
、
香
料
か

　
　
　
調
味
賦
香
料
は
東
西
爾
洋
と
も
に
も
ち
ひ
、
原
料
と
す
る
香
　
　
ら
匂
ひ
を
出
さ
せ
る
こ
と
を
の
み
目
的
と
し
、
人
聞
生
活
の
現

　
　
料
の
職
で
は
、
ほ
と
ん
ど
共
通
し
て
ゐ
る
か
の
や
う
で
あ
る
’
　
實
に
そ
く
す
る
や
う
つ
と
め
た
の
に
、
東
方
で
は
喉
縷
の
香
煙

　
　
　
が
，
泰
西
で
は
東
洋
と
は
若
干
相
違
し
て
ゐ
る
香
味
を
か
も
し
　
　
に
か
ぎ
り
な
い
情
趣
を
よ
せ
、
そ
の
香
氣
を
「
火
に
あ
ら
す
、
°

　
　
出
じ
て
ゐ
る
。
中
世
の
西
欧
に
お
け
る
ス
．
ハ
イ
ス
の
異
常
な
（
狂
　
　
煙
に
あ
ら
す
、
木
に
あ
ら
ゴ
と
い
つ
海
や
う
に
形
容
し
、
日

　
　
的
に
ち
か
い
）
需
要
が
多
く
の
歴
史
家
の
注
意
を
引
い
て
、
や
　
　
常
生
活
全
般
と
、
生
活
を
か
こ
む
自
然
に
と
け
こ
ん
だ
穗
艦
的



　
　
な
見
方
か
ら
匂
ひ
を
眺
め
、
匂
ひ
そ
れ
自
盟
の
科
學
的
な
分
析
　
　
の
も
の
（
佳
香
を
為
陀
ず
臭
い
も
の
が
多
い
）
で
も
香
氣
の
蛮

　
　
　
に
進
む
や
う
な
こ
と
は
な
か
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
散
を
押
へ
得
る
も
の
を
見
出
し
、
之
等
を
数
種
の
香
料
と
調
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ー
　
　
　
　
　
．
し
て
全
艦
の
か
も
し
だ
す
佳
香
を
な
る
べ
く
永
く
た
の
し
み
保

　
　
　
　
（
二
）
　
香
料
使
用
の
技
術
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
存
し
ょ
う
と
願
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
西
紀
前
四
世
紀
の
ギ
リ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
　
香
料
は
實
際
緩
用
す
る
場
奪
、
大
艦
辱
の
香
料
を
各
々
　
ヤ
の
一
ア
オ
フ
．
フ
ス
タ
ス
は
蕃
料
の
調
合
は
匂
ひ
を
で
き
る
だ

　
　
適
當
量
調
合
し
て
一
つ
の
匂
ひ
と
す
る
。
た
と
へ
ば
西
洋
の
焚
　
　
け
永
く
も
た
せ
る
た
め
で
、
二
の
目
的
の
た
め
油
脂
に
調
合
し

　
　
香
料
で
は
乳
香
を
も
つ
と
も
多
く
（
中
心
に
）
し
て
、
む
れ
に
　
　
た
香
料
の
匂
ひ
を
吸
牧
さ
せ
る
と
、
な
ほ
よ
く
、
ま
た
美
味
を

　
　 ｣
・
窪
・
ガ
ル
バ
ナ
ム
、
暴
警
を
小
量
混
じ
、
東
洋
か
も
し
だ
す
囎
調
合
の
技
術
腹
る
」
と
香
謝
調
合
器

　
　
で
は
沈
香
を
主
に
し
て
、
乳
香
・
白
檀
曽
丁
香
爵
香
・
甲
香
を
読
い
て
ゐ
る
。
　
　
，
　
　
　
　
　
一

　
　
’
そ
の
他
象
の
香
料
を
す
こ
し
つ
つ
ま
ぜ
あ
は
せ
る
．
　
　
こ
の
香
料
馨
技
復
い
つ
ご
ろ
始
つ
た
か
．
香
料
使
用
の
論

　
　
　
・
な
ぜ
香
料
縞
合
し
た
方
が
よ
い
の
か
・
里
の
香
料
マ
品
原
初
巌
里
の
香
料
を
使
用
し
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
一

　
　

ﾅ
は
楚
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
の
か
．
こ
の
謹
こ
乞
み
が
、
だ
鴫
ん
怪
夫
を
く
は
へ
、
約
墓
書
の
出
ヱ
ヂ
プ
外

　
　
に
直
接
各
種
の
香
料
一
品
と
、
調
合
し
た
も
の
と
の
匂
ひ
を
か
　
　
記
や
箴
言
そ
の
他
に
調
合
の
例
が
見
ら
れ
、
前
記
の
テ
オ
フ
ラ

　
　
ぎ
わ
け
て
見
る
乏
案
外
す
な
ほ
に
理
解
で
き
る
が
、
要
す
る
に
　
　
ス
ク
ス
底
香
料
は
調
合
し
て
は
じ
め
て
匂
継
を
磯
す
る
と
さ
え

　
　
　
一
種
の
香
料
で
は
、
匂
ひ
が
あ
ま
り
に
も
軍
純
で
あ
つ
た
り
、
－
　
主
張
し
て
ゐ
る
。
印
度
に
あ
つ
て
も
西
方
と
同
じ
く
早
く
澗
合
・

　
　
粗
野
で
圓
熟
味
を
飲
く
か
ら
だ
が
、
今
一
つ
大
き
な
因
子
ぱ
、
　
，
技
術
が
磯
達
し
、
°
我
々
は
南
傳
と
北
傳
の
大
藏
経
に
よ
つ
て
そ

　
　

ｳ
來
香
料
の
多
く
は
饗
筐
寡
、
佳
香
は
叢
し
や
す
く
、
，
の
篠
を
う
か
が
ふ
こ
と
が
で
き
る
．
漢
土
で
は
後
肇
日
鹸

B
折
角
の
快
も
す
ぐ
去
つ
て
し
麦
か
ら
、
香
料
の
な
か
で
も
比
者
で
あ
る
劉
宋
の
謬
の
和
香
方
と
い
童
口
が
あ
つ
た
や
う
麟

－
　
　
較
的
に
香
氣
の
焚
散
度
の
ぴ
く
い
も
の
、
あ
る
ひ
は
香
料
以
外
　
　
階
の
時
代
に
は
西
方
か
ら
傳
播
し
た
調
合
技
術
の
專
書
が
数
種

、



4
　
　
存
在
し
て
ゐ
た
。
　
　
－
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
保
存
す
る
の
み
で
、
香
氣
の
保
存
は
密
閉
し
た
容
器
に
入
れ
、

ユ
ー
　
　
　
こ
の
調
合
香
料
に
甥
立
し
て
、
漢
王
と
日
本
で
は
中
世
か
ら
、
　
も
し
く
は
冷
い
暗
い
所
に
お
く
の
み
で
あ
る
か
ら
、
時
日
の
繧

　
　
と
く
に
沈
香
木
一
種
を
た
い
て
香
氣
を
愛
賞
す
る
風
が
流
行
し
　
　
過
と
と
・
も
に
佳
香
は
消
散
し
や
す
い
。
す
な
は
ち
植
物
の
罷
内

　
　
た
。
沈
香
木
一
種
を
焚
く
こ
と
は
古
く
印
度
に
源
流
を
嚢
し
、
　
　
に
存
在
す
る
香
氣
分
は
揮
爽
性
が
高
く
、
植
物
の
そ
の
ま
ま
の

　
　

ｿ
土
に
傳
つ
た
が
・
毒
以
後
の
馨
戻
の
使
用
鯵
種
々
姿
で
香
氣
を
た
も
た
芸
窪
は
不
＋
分
で
あ
る
・

　
　
の
香
料
を
調
合
し
て
つ
く
つ
た
複
合
の
匂
ぴ
の
美
か
ら
一
段
向
　
　
　
だ
か
ら
比
較
的
に
匂
ぴ
の
立
ち
難
い
（
魯
氣
申
の
常
温
で
は
、

　
　
上
し
て
、
軍
純
な
沈
香
木
一
味
の
粗
朴
な
す
が
、
た
の
な
か
に
、
　
　
香
氣
の
磯
散
が
に
ぶ
く
、
加
熱
し
セ
香
氣
を
磯
す
る
沈
香
木
の

　
　
無
量
の
複
雑
「
さ
を
ふ
く
む
澁
い
匂
ぴ
の
美
を
見
出
し
た
の
で
あ
　
　
ご
と
き
）
樹
脂
系
の
も
の
を
多
く
香
料
に
使
用
し
、
そ
の
結
果

　
　
ら
て
、
原
始
的
な
素
朴
性
き
す
も
の
で
な
く
、
奮
ろ
く
べ
焚
香
が
香
料
傭
の
大
き
雰
野
を
形
或
し
た
。
し
か
し
あ
訟

　
　
き
ほ
ど
の
複
雑
を
通
過
し
、
理
性
の
ふ
る
ひ
に
か
け
洗
練
し
き
　
　
薫
じ
て
香
氣
を
焚
散
さ
せ
る
方
法
も
、
た
と
へ
東
洋
に
お
い
て
、
、
5
0

　
　
　
つ
た
匂
ひ
の
美
的
性
格
を
さ
す
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
香
木
の
　
　
沈
香
の
焚
方
に
特
殊
の
技
術
と
訓
練
ダ
　
も
つ
て
清
楚
幽
雅
な
匂
　
　
一

　
　
選
揮
や
焚
き
方
と
香
氣
の
か
ぎ
か
た
に
原
始
的
焚
香
に
見
ら
れ
　
　
ひ
の
美
を
知
つ
た
と
し
て
も
、
や
は
り
依
然
と
し
て
香
煙
と
と

　
　
な
い
、
色
々
の
技
術
と
方
法
や
、
修
練
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
　
　
も
に
匂
ぴ
を
感
じ
る
の
で
あ
る
か
ら
不
完
全
な
方
法
で
あ
る
の

　
　
あ
る
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
、
　
　
は
論
を
ま
た
な
い
。
そ
し
て
匂
ひ
を
感
ず
る
時
間
は
極
め
て
短

　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
か
く
、
線
香
な
ど
で
時
間
を
な
が
く
し
て
も
煙
氣
は
さ
け
ら
れ
、
．

　
　
　
　
　
　
三
　
む
か
し
の
香
料
の
辿
る
道
‘
、
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
搬
。
だ
か
ら
煙
の
た
た
な
い
、
も
つ
と
便
利
に
匂
ひ
を
感
す
る

　
　
　
は
じ
め
に
言
つ
た
や
う
に
、
過
去
の
香
料
は
い
つ
れ
の
用
途
「
方
法
が
出
現
す
る
と
、
こ
の
薫
香
は
必
然
的
に
衰
退
す
る
は
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
F

　
　
に
供
す
る
に
か
か
は
ら
す
、
大
盟
植
物
の
各
部
分
や
分
泌
物
　
　
で
あ
る
。
近
世
に
入
リ
ロ
ー
ズ
の
蒸
溜
あ
る
ひ
は
樟
騰
の
昇
化
、

　
　
と
、
若
干
の
動
物
性
の
き
は
め
て
珍
奇
な
も
の
を
原
料
と
」
て
　
　
な
ど
で
植
物
の
香
氣
分
の
み
を
集
め
た
精
油
が
出
現
し
漸
次
多



　
　
種
類
の
植
物
に
お
よ
び
、
香
氣
の
襯
賞
と
保
存
に
從
來
の
焚
香
　
　
全
に
香
氣
を
吸
喫
で
き
る
こ
と
が
わ
か
砂
、
天
然
、
採
取
の
ま
ま

　
　
料
の
訣
黙
を
補
ふ
に
い
た
り
、
焚
香
料
が
そ
の
位
置
を
精
油
に
　
　
の
香
料
を
使
用
す
る
こ
と
は
わ
す
れ
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
た
。

　
　
ゆ
づ
り
、
ま
た
中
世
よ
り
近
世
に
お
け
る
人
間
と
し
て
の
自
畳
　
　
そ
し
て
近
世
末
か
ら
現
代
に
入
届
と
，
油
脂
に
香
氣
を
吸
牧
さ

　
　
・
の
向
上
獲
展
は
榊
秘
的
な
宗
教
的
観
念
を
失
は
し
め
、
合
理
的
　
、
せ
る
原
理
に
攣
り
な
い
が
、
ヒ
の
芳
香
を
吸
牧
し
た
脂
肪
艦
か

　
　
、
な
生
活
と
い
経
濟
組
織
の
援
大
は
、
，
焚
香
料
の
存
在
す
る
債
値
　
　
ら
さ
ら
に
、
そ
の
香
氣
分
の
み
を
完
全
に
抽
出
し
、
，
絶
謝
香
精

　
　
を
な
く
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
0
　
ぴ
の
〇
一
＝
帥
①
　
O
ω
q
D
O
］
P
O
①
）
を
つ
く
り
、
水
蒸
氣
蒸
溜
に
よ
つ
て
は

　
　
　
調
味
香
料
に
し
て
も
、
食
物
の
保
存
防
腐
の
た
め
と
い
ふ
や
　
　
香
氣
を
と
る
の
に
不
完
全
な
精
油
の
製
造
に
成
功
し
た
。
た
と

　
　
う
な
こ
と
は
、
化
學
的
も
し
く
は
物
理
的
な
智
識
と
技
術
の
進
　
　
へ
ば
ジ
ヤ
ス
、
、
、
ツ
の
や
う
な
デ
リ
ケ
ー
ト
な
花
の
匂
ぴ
ば
、
か

　
　
歩
と
と
も
采
讐
萱
ま
た
、
こ
れ
擾
用
す
る
香
料
は
菟
て
完
全
に
捕
讐
れ
る
に
い
た
つ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
”

　
　
現
代
に
お
い
て
も
大
艦
む
か
し
の
と
ぼ
り
天
然
の
採
取
品
に
若
　
　
の
精
油
や
動
物
性
香
料
の
代
用
と
し
て
、
現
代
の
は
じ
め
ご
ろ
・
5
1
，

　
　
干
の
加
工
技
術
を
な
す
の
み
で
慎
用
し
て
も
・
植
物
の
栽
培
技
　
　
か
ら
西
鰍
で
化
學
香
料
が
生
れ
、
過
去
の
香
料
は
、
そ
の
需
葉
　
　
汀

　
　
術
が
進
み
、
世
界
各
地
の
政
治
的
障
壁
が
中
世
よ
り
は
と
り
の
　
　
の
通
り
過
法
の
も
の
と
な
つ
た
。
　
、

　
　
ぞ
か
れ
、
各
地
に
ひ
ろ
ま
つ
て
増
産
が
は
か
ら
れ
、
中
世
や
近
　
　
註
　
　
　
　
　
　
．
　
°
　
、
き

　
　
世
初
頭
の
幾
的
経
濟
的
属
占
は
馨
さ
れ
す
、
そ
の
籍
①
こ
雰
類
餐
際
に
使
用
蓄
露
が
主
ど
し
て
植
物
の
ど
ん
な

　
　
は
低
廉
に
な
り
、
世
界
市
場
の
商
．
讐
し
盃
昌
ほ
ど
の
カ
は
ぞ
部
分
で
あ
る
凱
表
示
す
る
。
從
來
や
や
も
す
る
・
・
い
か
な
る
原
料

　
　
な
く
な
つ
た
。
ま
た
化
粧
用
の
香
料
も
、
香
氣
を
油
脂
類
に
吸
　
　
　
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
が
閑
却
さ
れ
、
原
植
物
は
わ
か
つ
七
も
、
そ
、

　
　
牧
さ
せ
る
こ
と
か
ら
進
歩
し
て
・
各
種
の
化
粧
品
が
作
ら
れ
、
、
－
　
の
樹
脂
か
幹
か
花
か
根
か
其
他
か
を
知
ら
ず
、
意
外
な
論
旨
が
な
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
が
ち
の
や
う
に
私
は
考
へ
る
。
加
幅
均
三
氏
（
に
ほ
ひ
、
’
昭
和
十

1
5
@
　
精
油
を
ふ
く
む
植
物
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
よ
り
も
、
精
油
を
　
　
　
年
）
は
現
代
の
香
料
に
こ
の
分
類
を
あ
て
は
め
匂
れ
て
ゐ
る
。
な
ぼ
．

1
　
　
・
利
用
す
る
こ
と
が
、
簡
軍
に
、
か
つ
安
債
に
、
」
そ
し
て
よ
り
完
　
　
　
動
物
性
香
料
の
う
ち
、
漿
香
と
璽
猫
香
（
シ
ペ
ッ
ト
）
は
生
殖
腺
黛



　
　
　
　
泌
で
、
龍
挺
香
は
翼
甲
鯨
の
躰
内
に
生
つ
る
腸
結
石
や
う
の
も
の
で
・
　
　
　
ナ
四
世
紀
初
め
の
ア
ラ
ピ
ヤ
人
イ
ブ
ー
ン
・
バ
ツ
タ
は
、
．
肉
桂
樹
が

　

1
1
@
　
　
　
あ
り
、
甲
香
は
貝
殼
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
セ
イ
ロ
ン
島
内
部
の
山
地
か
ら
材
木
と
し
て
伐
り
出
　
さ
れ
、
急
流
を

　
　
　
②
香
料
は
こ
の
三
大
用
途
以
外
に
、
た
と
へ
ば
古
代
ヱ
ヂ
プ
ト
で
は
ミ
　
　
　
下
り
、
下
流
の
河
岸
に
つ
み
重
ね
ら
れ
、
マ
ー
バ
ル
お
よ
び
コ
ロ
マ

　
　
　
　
イ
ラ
の
製
造
原
料
と
し
て
屍
躰
賦
香
料
に
、
東
方
で
は
佛
像
の
粗
材
　
　
　
　
ン
デ
ル
の
住
民
が
こ
松
を
も
ど
め
、
國
王
に
珍
ら
し
い
衣
類
な
ど
を

　
　
　
　
あ
る
ひ
は
仕
上
げ
の
塗
料
中
に
、
も
し
く
は
東
西
を
通
じ
高
慣
な
器
　
　
　
　
贈
輿
し
、
そ
の
代
り
に
無
代
で
島
か
ら
蓮
ぴ
去
つ
た
、
（
＜
o
嵩
σ
Q
Φ
・

　
　

@
　
p
調
度
品
其
他
な
ど
に
廣
く
使
用
し
て
ゐ
る
が
・
そ
れ
ら
ぼ
い
ケ
れ
。
伽
、
穿
望
喜
桑
d
・
露
遷
同
塞
。
・
慧
α
・
爵
ま
・
蚤
ー

　
　
　
　
も
派
生
的
な
用
途
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
α
◎
◎
・
H
＜
・
唱
・
O
り
）
と
當
時
な
ほ
セ
イ
ロ
ン
島
の
佳
民
が
肉
桂
の
領
値

　
　
　
③
た
と
へ
ば
ア
ラ
ビ
ヤ
人
・
イ
ブ
ン
・
コ
ル
ダ
ド
ペ
；
ば
、
二
『
バ
ル
　
　
　
を
認
め
て
ゐ
噸
か
つ
た
こ
と
る
語
つ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
諸
島
の
住
民
が
鐵
と
交
換
す
る
た
め
、
．
龍
誕
香
を
口
に
く
は
え
海
中
　
　
　
・
　
林
邑
記
（
水
経
注
．
三
六
所
引
V
一
に
朱
吾
〈
洞
海
d
。
国
σ
q
げ
。
一
ド
以

　
　
　
　
を
泳
い
で
船
に
や
つ
て
く
る
と
記
し
て
ゐ
る
。
（
¢
°
腎
①
胃
騨
寓
P
寂
－
　
　
　
　
南
有
丈
郎
野
人
（
モ
イ
…
族
の
冒
麟
ポ
言
騨
肖
か
〉
、
野
居
無
室
宅
、
依
樹

　
　
　
　
冨
江
o
霧
仙
o
の
く
O
関
髄
σ
q
霧
露
日
o
蓉
霧
α
q
価
o
σ
q
冨
唱
ず
だ
鐸
＄
器
録
江
富
　
　
　
　
、
止
宿
、
食
生
魚
肉
、
採
香
爲
業
、
與
人
交
市
、
と
い
志
の
は
沈
香
老

　
　

@
　
刀
E
蒼
・
－
9
糞
言
ゆ
α
）
　
　
’
　
　
ヒ
輩
し
て
不
足
物
（
珍
奇
品
）
と
交
換
し
た
の
で
あ
つ
た
急
。
　
レ

　
　
@
　@
我
縁
鷺
騨
饗
弼
紗
薮
郵
け
て
腰
藻
纒
警
嬉
雛
笠
債
値
の
認
識
者
を
湾
．
痛
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
に
ぬ
る
こ
と
以
外
に
は
、
そ
れ
を
使
用
す
る
の
知
識
を
も
た
な
か
つ
　
　
　
　
「
砂
金
も
土
よ
り
掘
り
拙
さ
れ
ず
ば
、
塵
に
等
し

　
　
　
　
，
た
。
漢
人
の
入
國
に
よ
つ
て
初
め
て
丁
香
の
知
識
が
生
じ
た
。
彼
等
　
　
　
　
　
伽
羅
の
木
も
そ
の
へ
生
え
し
と
こ
ろ
に
て
は
、
い
と
廉
き
薪
木
に
過

　
　
　
　
は
不
足
物
を
土
人
に
あ
た
へ
て
丁
香
を
得
る
の
消
息
に
通
じ
、
了
香
　
　
　
　
蓼
ず
。
　
　
　
　
　
昏
　
　
・
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
「
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
い
と
た
か

　
　
　
　
を
所
有
し
よ
う
と
の
欲
望
を
い
だ
い
た
」
と
詑
す
や
う
に
、
丁
香
の
　
　
　
　
　
黄
金
は
山
よ
り
掘
り
出
さ
れ
て
ぞ
至
高
き
債
を
得
べ
く
、

　
　
　
，
　
香
料
と
し
て
の
債
値
の
認
識
者
は
遠
い
遽
い
過
去
の
モ
ル
ッ
カ
，
諸
島
　
　
　
　
　
伽
羅
の
木
は
外
つ
國
に
邊
ら
れ
て
こ
そ
、
黄
金
よ
り
貴
き
も
め
凄
」

　
　
　
　
の
佳
民
で
は
な
く
て
、
よ
り
高
い
丈
化
を
持
つ
た
外
部
か
ら
の
來
訪
　
　
　
、
（
申
央
公
論
祉
版
「
干
夜
一
夜
」
一
巻
一
＝
一
頁
、
バ
ー
ト
ン
版
一
巷

　
　
　
　
者
で
あ
つ
た
。
な
ほ
バ
ロ
ス
の
記
事
で
漢
人
が
最
初
の
來
訪
者
で
あ
・
　
　
一
九
八
頁
ソ

　
　
　
　
る
と
い
ふ
の
は
誤
り
で
、
正
確
に
は
ジ
ヤ
ワ
人
る
し
く
は
ヒ
ン
ヅ
ー
　
　
　
④
古
代
ヱ
ヂ
プ
ト
＋
一
王
朝
（
前
噌
＝
六
〇
㌃
ー
二
〇
〇
〇
）
蜜
Φ
㌶
F

　
　
　
　
族
あ
る
ひ
は
其
他
で
あ
つ
た
と
ぜ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
岡
本
良
　
　
　
　
ぴ
o
需
℃
同
く
の
石
棺
に
家
畜
を
ほ
ふ
り
山
羊
を
こ
ろ
し
焚
香
を
火
に

　
　
　
　
知
、
中
世
モ
ル
ツ
カ
諸
島
の
香
料
．
昭
和
十
九
隼
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
投
じ
て
紳
を
ま
つ
る
と
録
し
て
ゐ
る
。
°
（
≦
－
°
自
゜
憩
び
O
騰
か
頴
ユ
覧
ロ
m
卜
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o
h
昏
o
国
還
夢
冨
①
舅
ω
＄
”
H
り
毬
゜
娼
゜
旨
戸
）
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
国
旨
銭
凝
H
・
お
0
8
℃
・
’
、
霞
・
Φ
・
曽
二
9
0
a
日
｝
昏
・
弓
9
図
o
翼
紗
繭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
　
⑤
楚
僻
に
桂
酒
と
椒
漿
と
を
お
き
（
九
歌
・
．
東
皇
、
太
一
編
）
北
斗
を
ひ
　
　
　
　
り
含
葺
琶
冨
゜
・
”
O
舞
゜
¢
剛
笛
鉾
幽
ロ
嵐
屋
9
ゆ
鐸
α
該
吋
ρ
℃
じ
ち
鋭
ピ
⊆
o
器
℃

　
　
　
　
き
て
桂
漿
を
く
む
（
同
・
東
君
篇
）
と
肉
桂
ボ
椒
を
酒
や
漿
水
に
浸
　
．
、
　
国
算
回
営
冨
国
嵐
暮
㊦
は
巴
゜
。
曾
H
召
伽
湯
霞
同
o
。
・
り
弼
φ
Q
。
メ

　
　
　
　
し
た
も
の
を
さ
さ
げ
、
蓉
約
聖
書
レ
ビ
記
（
一
章
、
一
ー
三
）
は
エ
　
　
⑩
古
者
無
香
、
播
柴
熾
薫
、
術
氣
臭
而
己
、
故
香
字
錐
載
於
維
、
而
露

　
　
　
　
ホ
パ
に
供
ふ
る
素
祭
の
禮
物
は
萎
粉
に
袖
を
そ
そ
蓉
乳
香
を
加
へ
、
　
　
　
　
今
之
所
謂
香
也
馬
至
漢
以
來
、
外
域
入
貢
、
．
香
之
名
始
見
於
百
家
傳

　
　
　
　
そ
の
あ
ま
り
を
ア
ロ
ン
と
そ
の
子
た
ち
が
喰
ぺ
た
と
い
ふ
、
　
　
　
　
　
　
　
記
（
宋
・
葉
庭
珪
・
南
蟹
香
録
の
序
。
陳
敬
、
香
譜
所
引
）
と
葉
庭
珪

　
　
　
⑥
国
．
聞
門
9
爵
h
。
円
計
日
ゲ
。
O
①
已
。
一
噌
一
。
、
。
h
b
ぴ
。
回
q
。
。
。
“
≦
－
。
同
瞠
。
h
昔
㊦
．
　
　
は
設
き
、
興
他
支
那
に
お
け
ポ
香
書
の
論
も
同
一
（
た
と
へ
ば
明
・
周

　
　
　
　
の
①
騨
。
。
◎
口
H
り
b
9
α
l
b
9
Φ
・
冨
臼
。
彊
弓
国
帥
一
。
物
国
α
q
気
℃
臨
貸
昼
b
嘱
o
げ
餌
①
。
ざ
σ
q
同
　
　
　
　
嘉
冑
の
香
乗
に
集
録
す
る
諸
論
）
で
大
髄
穏
．
當
な
首
肯
で
き
る
見
解

　
　
　
　
図
く
H
（
ド
O
こ
。
O
）
喝
．
b
9
頃
．
b
ピ
彊
。
毬
・
b
⇔
。
一
①
糞
国
σ
q
回
も
江
牌
鎚
嵐
9
①
，
　
　
　
で
あ
る
。
わ
が
藤
田
豊
八
博
士
は
・
三
國
時
代
以
後
の
香
料
の
流
入
に

　
　
　
　
円
一
”
δ
騨
H
図
幽
口
詳
同
一
㊦
。
。
・
団
艮
α
・
①
山
・
H
O
c
。
蒔
・
娼
・
O
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
目
し
て
、
佛
教
移
入
前
は
廣
く
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
の
で
あ

　
　
　
⑦
十
八
王
朝
（
前
一
玉
八
〇
ー
＝
二
五
〇
）
の
国
暮
。
。
ぽ
①
唱
珍
（
前
一
四
九
　
　
　
　
ら
う
（
東
西
交
渉
史
の
研
究
、
南
海
篇
、
　
一
三
四
頁
）
と
考
へ
ら
れ

　
　
゜
三
⊥
四
♂
）
大
季
ン
歯
遠
征
を
漢
た
浮
暫
に
プ
ン
・
　
象
、
北
方
護
援
で
あ
る
ス
キ
タ
イ
お
よ
び
そ
の
後
で
あ
事
ト
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ち

　
　
　
　
の
寳
の
一
つ
と
し
て
肉
桂
が
あ
り
、
ヱ
ヂ
プ
ト
に
蓮
邊
さ
れ
て
ゐ
る
。
　
　
　
　
ル
マ
ー
テ
ン
民
族
の
意
匠
の
影
響
を
う
け
た
漢
代
の
博
山
香
櫨
も
あ
．
　
　
｛

　
　
　
⑧
肉
桂
に
は
。
試
謎
騨
旨
。
冨
左
　
B
。
・
。
・
一
餌
の
品
種
上
の
匪
別
が
あ
り
、
印
　
　
　
　
り
（
原
田
淑
人
・
東
亜
古
丈
化
研
究
、
昭
和
＋
五
年
、
王
＝
二
頁
）
，
、

　
　
・
　
度
．
馬
來
群
島
．
南
支
那
の
み
に
し
か
産
せ
ず
、
南
支
那
と
馬
來
孚
　
、
　
　
ま
た
昭
和
十
七
年
に
蒙
彊
大
伺
に
ほ
ど
近
い
陽
高
懸
で
行
つ
た
前
漢

　
　
　
　
島
か
ら
以
東
の
地
方
の
肉
桂
の
西
漸
は
古
代
に
は
考
へ
ら
れ
な
．
い
か
　
　
　
　
申
葉
ご
ろ
の
古
墳
の
考
古
學
調
査
で
博
山
香
耀
が
毘
土
さ
れ
（
小
野
　
．

　
　
　
　
ら
、
古
代
西
洋
諸
民
族
の
使
用
し
た
肉
桂
は
印
度
よ
り
の
輸
入
品
で
　
　
　
　
勝
碓
・
日
比
野
丈
夫
、
蒙
彊
考
古
記
、
昭
和
二
十
一
集
）
て
を
る
か

　
　
　
　
あ
つ
た
と
私
は
考
へ
る
。
く
は
し
く
は
拙
著
、
東
亜
香
料
史
（
昭
和
　
　
　
　
ら
、
香
料
の
支
那
に
傳
は
つ
た
初
め
は
佛
教
ど
深
い
關
係
が
あ
つ
た

　
　
　
　
十
七
隼
）
東
西
交
渉
史
上
の
肉
桂
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
ほ
古
代
ヱ
　
　
「
　
か
ど
う
か
、
私
は
今
後
の
考
究
に
ゆ
づ
り
た
い
。
な
ほ
周
人
購
瀟
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
・
　
ヂ
プ
ト
で
當
時
早
く
肉
桂
の
口
開
種
上
の
匠
別
の
あ
つ
た
實
謹
は
次
の
　
　
　
「
漠
人
姶
爲
博
山
櫨
、
而
所
焚
惟
蘭
慈
と
す
れ
ば
、
博
山
櫨
に
異
域
ま
り

　
　
　
　
書
に
詳
し
い
。
名
・
司
゜
ロ
駐
。
ゴ
◎
霧
鳩
嗣
o
ユ
覧
舅
゜
℃
°
◎
◎
ド
匂
゜
国
］
W
お
甲
　
　
　
　
傳
來
し
た
香
料
を
焚
く
や
う
に
な
つ
た
の
は
大
蜷
武
帝
（
前
一
四
〇

　
　
　
　
°
。
酔
①
斜
b
影
9
0
巣
剴
0
8
凱
゜
。
o
h
国
α
Q
同
営
”
H
＜
°
憎
㊤
㊤
♪
◎
o
吟
♪
こ
◎
諺
゜
，
　
　
　
－
八
七
）
の
時
代
を
ざ
が
の
ぼ
「
る
ほ
ど
遽
か
ら
ぬ
頃
で
」
あ
つ
た
ら
う

∬
　
〉
・
冒
婁
凝
墨
響
冨
醇
一
巴
繧
§
・
三
・
・
ら
・
。
躰
。
・
　
　
　
か
と
想
定
し
た
い
。
（
ピ
。
』
亀
3
9
露
・
・
。
財
。
＃
。
胃
同
。
h
爵
。

i
　
　
⑨
鋭
望
碧
一
一
5
日
ず
。
箆
。
＜
。
彗
げ
d
寝
璋
゜
。
崎
日
。
旨
厄
。
g
，
b
。
博
㌣
。
r
，
　
　
・
国
碧
b
曳
醤
段
￥
這
O
㊤
・
類
肇
ド
謬
！
H
鵠
）
ま
た
紳
仙
的
に
海
中
博
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つ



゜
、
　
　
　
　
山
の
お
も
｝
む
き
を
窟
し
た
と
思
は
れ
る
博
山
耀
が
、
時
代
が
下
る
、
と
　
　
　
　
香
藥
誌
に
グ
イ
カ
ル
ホ
は
ボ
ス
ゥ
エ
リ
ャ
厨
の
種
々
の
樹
脂
（
O
°
創
ρ

　
　

　
1
1
　
　
　
と
も
に
漸
次
佛
教
的
に
愛
化
し
て
ゐ
る
（
中
尾
萬
三
、
－
西
域
系
支
那
　
　
　
　
O
詳
♪
O
o
昌
○
ぬ
巳
＄
窪
o
°
・
o
慶
冒
牲
霧
。
b
苫
α
q
岳
臼
冒
α
宣
”
き
き
＃

　
　
　
　
　
古
陶
磁
の
考
察
、
犬
正
十
三
年
七
八
ー
八
〇
頁
）
こ
と
は
前
記
に
封
　
　
　
　
騨
脳
斜
唱
①
嵩
o
蜀
幽
o
巴
ゲ
O
”
ド
Q
◎
b
ρ
同
押
噂
゜
こ
q
α
劇
・
Y
と
白
色
乳
香
に
の
み

　
　
　
　
　
し
て
首
肯
で
き
る
こ
と
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
博
山
香
櫨
と
と
も
に
柄
　
　
　
　
限
定
せ
ず
儒
乳
香
を
ふ
く
む
や
や
廣
い
解
繹
を
下
し
て
ゐ
る
が
、
何
、

　
　
　
　
　
香
耀
、
薫
櫨
な
ど
の
吉
器
の
實
謹
的
研
究
に
よ
つ
て
、
今
後
香
料
支
　
　
　
　
れ
も
乳
香
で
あ
る
こ
と
に
愛
り
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
・

　
　
　
　
　
那
傳
來
の
初
め
に
つ
き
よ
り
正
確
な
考
察
を
期
し
て
ゐ
る
。
　
　
　
　
　
⑯
香
木
を
主
鐙
と
す
る
漢
人
の
香
料
槻
．
は
香
料
は
一
木
か
ら
脚
る
と
す

　
　
　
　
⑳
南
支
那
、
印
度
麦
那
の
肉
桂
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
（
拙
著
、
東
距
香
　
　
，
　
る
考
へ
方
に
よ
く
示
ざ
れ
て
ゐ
る
。
す
な
は
ち
ー
で
木
の
桜
（
栴
檀
）
節

　
　
　
　
　
料
史
、
東
西
交
渉
史
上
の
肉
桂
）
モ
ル
ツ
カ
の
丁
香
が
紀
元
一
世
紀
　
　
　
　
（
沈
香
）
花
（
丁
香
）
葉
（
黎
香
）
膠
（
乳
香
）
で
、
沈
香
が
申
心
で
あ

　
　
　
　
　
前
後
に
は
つ
た
は
つ
て
ゐ
る
。
（
岡
本
・
申
世
モ
ル
ッ
カ
諸
恥
の
香
料
）
　
　
　
る
。
こ
あ
考
へ
は
四
世
紀
の
中
ζ
ろ
交
趾
に
ゐ
た
と
思
は
れ
る
＾
前
盆

　
　
　
　
⑫
康
泰
の
扶
南
土
俗
、
異
時
外
國
傳
。
朱
磨
の
扶
南
異
物
志
の
ご
と
き
　
　
　
期
の
牌
に
記
さ
れ
、
梁
の
元
帝
の
金
模
干
の
丈
で
ぴ
る
ま
り
、
唐
末

　
　
　
　
　
直
接
南
方
を
視
察
し
た
報
告
書
と
、
南
方
の
事
物
に
つ
い
て
撰
述
し
　
　
’
　
の
酉
陽
難
姐
な
ど
に
も
残
つ
て
ゐ
る
。
南
海
（
と
く
に
交
阯
地
方
）
を

　
　
　
　
　
　
た
蓬
の
南
州
異
物
志
の
類
で
奈
鍵
や
大
魏
（
謹
類
）
本
幕
　

攣
き
霧
姦
入
嚢
た
の
と
佛
教
の
髪
霜
藻
鵜
果
ヅ
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@
　@
ど
に
撃
て
ゐ
る
算
的
記
録
か
ら
。
　
　
　
，
．
，
か
か
る
考
へ
方
歪
墾
の
で
あ
つ
た
ら
う
。
　
　
、
　
樋
゜

　
　
　
　
⑬
支
那
人
は
、
上
藥
は
性
を
養
ひ
、
中
藥
は
命
を
養
ひ
、
下
藥
は
病
を
　
　
⑰
以
沈
香
爲
宗
、
薫
陸
副
之
（
＋
一
世
紀
の
丁
謂
・
天
香
傳
）

　
　
　
　
　
療
す
と
考
へ
て
ゐ
る
（
紳
農
本
草
纒
、
藝
丈
類
聚
所
引
）
が
、
香
料
　
　
　
⑱
支
那
の
胡
椒
輸
入
は
南
宋
の
宋
期
に
い
た
り
、
輸
入
量
に
於
て
は
諸

　
　
　
　
　
　
の
多
く
は
大
盤
上
藥
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。
　
　
　
　
p
　
　
　
．
　
　
　
　
香
料
中
筆
頭
を
占
め
た
乳
香
と
比
肩
す
ぺ
き
位
置
に
達
し
た
ぶ
、
「
ザ

　
　
　
　
⑭
こ
れ
は
ペ
ル
シ
ヤ
の
古
い
傳
説
に
よ
る
も
の
で
、
イ
ザ
ヤ
書
（
六
’
0
　
　
　
イ
ト
ン
港
へ
輸
入
さ
れ
る
胡
椒
は
頗
る
莫
大
な
量
で
、
西
方
最
大
の

　
　
　
」
－
　
童
・
六
）
は
黄
金
と
｛
乳
香
を
、
マ
タ
イ
傳
（
二
章
・
二
）
は
附
貧
者
が
キ
　
　
　
　
一
仰
…
縫
．
哲
港
で
あ
る
、
エ
ジ
プ
ド
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ヤ
に
止
阿
ふ
穏
画
に

　
　
　
　
　
リ
ス
ト
の
生
誕
に
乳
香
と
没
藥
を
さ
さ
げ
た
話
を
記
し
、
乳
香
を
騨
　
　
　
　
比
ぺ
れ
ば
、
爾
者
の
間
に
雲
泥
の
相
違
が
あ
り
、
恐
ら
、
く
前
者
へ
入

　
　
　
　
　
に
比
し
て
ゐ
る
。
（
望
げ
o
鳴
び
団
〇
二
筥
g
炉
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・
目
憎
馬
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・
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
胡
叡
船
百
艘
に
封
す
る
後
者
の
一
艘
よ
む
も
へ
だ
た
り
．
が
大
き
い
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と
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切
目
を
つ
け
て
流
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そ
の
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ま
で
は
信
ぜ
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な
い
か
竜
知
払
ぬ
が
、
・
泉
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が
當
時
の
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α
悼
野
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と
純
粋
の
就
香
に
限
定
し
、
ガ
ル
シ
ヤ
・
ダ
・
オ
ル
タ
の
印
度
　
　
　
　
盛
大
蹴
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ヤ
よ
η
も
は
る
か
に
多
く
の
胡
椒
船
を
吸



　
　
　
　
牧
し
た
こ
と
は
信
じ
て
差
支
へ
な
く
、
し
か
も
其
他
の
諸
港
へ
の
輸
　
　
地
　
る
。
散
に
三
國
時
代
、
呉
の
萬
震
の
作
と
傳
へ
る
南
州
異
物
志
に
甲

　
　
　
　
入
量
を
合
せ
る
と
、
元
代
の
胡
椒
需
…
要
が
如
何
に
強
か
つ
た
か
は
想
㌦
　
　
　
番
を
「
…
雑
衆
香
焼
之
、
地
日
使
釜
芳
、
濁
焼
則
～
嗅
」
八
謹
類
本
草
ニ
ニ
・

　
　
　
　
像
に
難
く
な
い
。
（
ま
た
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
は
元
の
首
都
燕
京
の
住
民
の
　
、
　
　
．
太
李
御
覧
九
八
二
）
と
敷
能
用
途
を
記
し
て
ゐ
る
か
・
ら
、
三
世
紀
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
需
要
に
も
と
つ
い
て
取
引
さ
れ
る
食
糧
品
の
葉
大
な
量
に
上
る
こ
ど
　
　
．
　
の
漢
人
は
南
海
の
諸
香
料
原
料
を
自
由
に
使
用
調
合
し
て
匂
ひ
を
作

　
　
　
　
を
説
き
、
そ
の
一
例
と
し
て
毎
日
搬
入
清
費
す
る
胡
椒
が
四
十
三
荷
　
　
　
　
つ
て
ゐ
れ
こ
と
を
技
術
上
立
謹
し
得
る
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
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ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
に
達
し
、
　
一
荷
は
二
百
三
十
四
ポ
ン
ド
の
重
量
で
あ
る
と
い
ふ
。
　
　
　
⑳
肉
桂
、
没
藥
、
ガ
ル
バ
ナ
ム
、
貝
殻
、
乳
香
に
魍
を
加
へ
、
こ
ま
か
、

　
　
　
　
（
嵐
母
o
o
団
巳
○
鴇
目
H
・
℃
い
団
O
♪
）
　
こ
・
の
潰
自
心
を
彼
は
大
汗
の
粉
吏
よ
　
　
　
　
に
つ
き
く
だ
い
て
晶
焚
く
o
（
出
　
ヱ
ヂ
プ
ト
箆
三
〇
膏
丁
三
四
ー
三
六
）

　
　
　
　
り
得
た
め
で
あ
つ
た
が
、
こ
れ
を
一
年
間
の
量
に
通
算
す
る
と
二
浮
隔
　
　
桂
皮
、
、
没
藥
、
磯
蒼
を
漉
じ
℃
疲
床
の
匂
沿
を
つ
く
る
。
（
箴
言
七
滝
．

　
　
　
　
百
三
十
屯
と
な
つ
て
後
世
の
支
那
の
全
漕
…
費
量
に
も
近
く
、
．
元
代
の
　
　
　
　
一
－
七
）

　
　
　
　
首
都
と
そ
の
近
傍
の
需
要
量
と
し
て
は
首
背
し
が
た
い
も
の
が
あ
る
　
　
－
⑳
和
香
方
の
序
丈
に
は
沈
香
、
塵
剛
香
、
零
陵
香
、
奮
香
、
態
糖
香
、
甘
…
正

　
　
　
　
協
ら
、
か
り
に
牛
減
し
て
見
て
も
當
時
の
胡
椒
の
潰
費
量
は
想
像
以
　
　
　
　
松
香
、
蘇
合
香
、
安
息
香
な
ど
の
性
朕
に
ふ
れ
て
ゐ
る
か
ら
本
文
で
・

　
　
　
　
上
に
蓮
し
・
胡
椒
大
輸
入
の
一
時
代
は
す
で
こ
の
に
時
に
出
現
し
て
　
　
　
．
　
は
調
合
に
論
及
レ
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
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岡
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⑳
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．
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．
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華
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踏
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追
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の
　
　
　
’
て
幽
玄
な
香
氣
を
震
顯
せ
し
め
る
か
に
工
夫
を
重
ね
、
香
料
の
焚
き

　
　
　
　
で
あ
れ
ば
香
料
と
し
て
使
つ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
へ
ば
甲
殻
　
　
　
　
方
に
種
駈
々
の
工
夫
を
ヒ
ら
し
、
沈
香
木
中
に
特
に
清
楚
な
香
氣
を
獲

　
　
　
　
類
す
な
は
ち
漢
人
の
言
ふ
甲
香
は
元
來
貝
殻
で
、
香
料
と
言
ひ
得
る
　
　
　
　
す
る
香
木
の
あ
る
こ
と
を
嚢
見
し
、
同
代
末
か
ら
元
代
に
か
け
て
為

1
9
@
　
　
　
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
だ
け
焼
風
と
極
め
て
臭
い
が
、
こ
の
乾
燥
粉
　
　
　
．
こ
の
沈
香
木
申
の
優
品
を
伽
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燈
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瀬
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熱
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♂
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．
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熟
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葉
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